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１ はじめに  
  全国の医療機関においては、医療機関用ストレッチャーや車いす

用として、様々な酸素ボンベフォルダーが製品化されております【写

真１】。しかし、救急車のストレッチャーに限っては、備え付けるフ

ォルダーは存在しておりません。その要因としては、救急車のスト

レッチャーは車載するため、取り付けるスペースが存在しないと考

えられる点が挙げられ、そのために、救急車のストレッチャーには

別付けの酸素キャリーバッグが用意されております【写真２】。この

酸素キャリーバッグ内には、重さ約４ｋｇの酸素ボンベはもちろん、

バックバルブマスクや各サイズの酸素マスクなどの資器材が装備さ

れ、総重量が約８ｋｇにもなる資器材です。そのため、現状では酸

素を必要とする傷病者対応時は、ストレッチャーのサイドアームに

酸素キャリーバッグを取り付けて傷病者対応を行っておりますが、

重量がかさむ以外にも、ストレッチャーの横幅が広がるため、現場

で狭隘部の通過時や医療機関収容時などの活動には支障をきたしま

す【写真３】。その問題を改善して、スムーズで安定した搬送が行え

るようにと思い、今回の考案に至りました。  
 
２ 現状と問題点  
  救急搬送時は、傷病者の状態に応じて応急処置を施し医療機関へ

搬送する中で、約１５％の傷病者（当消防局年報から調査）に酸素

投与を行って搬送しており、かなりの頻度で行う応急処置でありま

す。そのため、酸素投与が必要な傷病者の搬送時には、ストレッチ

ャーサイドアームに酸素キャリーバッグを取り付けて対応しており
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ますが、取り付けることにより、横幅が２８ｃｍほど広がることと

なり、元来５６ｃｍあるストレッチャー幅が増幅されてしまいます。 
  実際に医療機関収容時において、搬入口がドアの場合には開口部

が約８０ｃｍであり、横幅が約８４ｃｍに増幅されたストレッチャ

ーはそのままでは通過できません。また、医療機関通路も直線ばか

りではないため、幅の広がったストレッチャーを曳航するには細心

の注意が必要となるばかりか、傷病者にとっても左右に振られる幅

が増え安静搬送を行うのに支障をきたします。さらに、医療機関の

ベッドの周囲には様々な医療機器が設置されているため、幅の広が

ったストレッチャーでの搬送は慎重な対応を求められました。  
 
３ 開発品の概要  
  この度開発したストレッチャー用「酸素ボンベキャリア」【写真４】

は、救急車に採用されているファーノ社製スカッドメイト型ストレ

ッチャーへの装着品となります。この開発品は、塩化ビニルパイプ

を加工し、２Ｌ酸素ボンベと流量計付減圧弁（ヨーク型）及び酸素

マスクを収納できるようにしたもので、備え付けるコンプレッショ

ンバンドでストレッチャー頭部側の左右ヒンジスリープ部に固定し

ます【写真５】。ストレッチャーの下部空間を活用して設定するため、

ストレッチャーの横幅は変わることなく、重量も酸素ボンベを含め

約４．５ｋｇと軽量のため常に設定しておけて、酸素投与時には早

期の処置が行える資器材であります。  
なお、このスカッドメイト型ストレッチャーは大都市圏でのシェ

アの多くを占めているため（取り扱いメーカーへ問合せした際の回

答より。）、この度の開発品が普及することにより、多くの消防本部

で活用が見込まれます。  
 
４ 開発品の概要  
  開発品の機能としては、酸素投与時には酸素ボンベ圧開放を容易

に行えるようストレッチャー頭部右側に流量計付減圧弁を配置し、
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酸素投与中の酸素残圧ゲージが容易に目視できます。また、使用頻

度が高い酸素マスクでの酸素投与を容易にするため、吸引用の１８

Ｆｒネラトン型カテーテルを加工して、ストレッチャー右側ヒンジ

スリープ部に設定し、酸素マスクとの接続部としました【写真６】。

そして、ストレッチャー頭部左側には、酸素マスクが必要な際に簡

便に取り出せる収納としました【写真７】。さらに、ストレッチャー

から取り外して使用することも考慮し、コンプレッションバンドを

離脱することで開発品を背負っての搬送も可能です【写真８】。  
その他、安全面として、酸素ボンベの脱落防止用にバンドを用い

て固定し、また開発品の外周部を弾力性に優れた高発泡ポリエチレ

ンフォームの緩衝材で覆いました【写真９】。  
 
５ 使用資材【写真１０】  
  塩化ビニルパイプＶＵ１００ （５０ｃｍ）  

コンプレッションバンド  
高発泡ポリエチレンフォーム（緩衝材）  
１８Ｆｒネラトン型カテーテル  
１８Ｆｒネラトン型カテーテル固定用フォルダー  
酸素ボンベ固定具  
酸素マスク保管用バンド  

 
６ 製作方法  

長さ５０ｃｍの塩化ビニルパイプに縦９ｃｍ×横７ｃｍの開口部、

ストレッチャー取り付け用の支点溝、酸素マスク保管用バンド穴及

び酸素ボンベ脱落防止用穴の加工を施します【写真１１】。次に、本

体に緩衝材である高発泡ポリエチレンフォームを巻き付け後、コン

プレッションバンドを取り付けて完成となります。  
各資材は安価であり、加工もグラインダーやドリル等を使用して

１時間ほどで製作可能です。  
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７ 検証  
ストレッチャーの各機能の操作時に、開発品が干渉し運用に支障

が生じないかの検証を行い、項目として①ストレッチャー架台に収

容時、②メインフレームの短縮時、③３段階の高さ調整時、④１人

折り畳みの操作時を検証しました【写真１２】。  
職員９名により交代して検証した結果、写真で示す通り、ストレ

ッチャーの各機能の操作時には問題なく運用できることが確認でき

ました。また、旋回性等の取り回しを確認したところ、通常の操作

との相違はなく、検証に携わった職員からは、扱いやすく酸素投与

処置がスムーズに行える等の意見が寄せられました。  
 
８ 効果  

開発したストレッチャー用酸素ボンベキャリアをストレッチャー

に設定しての効果でありますが、始業点検時には酸素残圧が容易に

確認でき、酸素ボンベ交換時も固定ベルトを緩め引き出すだけで行

えます。そして、救急活動時の酸素投与では、ヒンジスリープ部か

ら酸素マスクの接続及び離脱が行え、利便性が向上しました。また、

流量計付減圧弁のソケット部からバックバルブマスク接続用のイン

ハレーターや自動心肺蘇生器の駆動ガスホースも接続できるので

【写真１３】、酸素キャリーバッグをストレッチャーサイドアームへ

取り付ける必要が無くなりました【写真１４】。その問題の解消によ

って、救急車内通路が狭められず、車内活動の制限もかからなくな

りました。さらに、医療機関搬入口や廊下の狭隘部などを曳航する

際には支障なく移動ができ、ベッド移乗時も周囲の医療機器に細心

の注意を払わず収容が可能となり、救急隊員も、そして傷病者にと

ってもストレスの軽減となりました。  
特に、転院搬送事案で酸素投与が必要な傷病者を扱う際は、約 8

ｋｇもある酸素キャリーバッグを救急資器材として追加準備するこ

ともなく活動でき、ストレッチャーが進める所へは場所を問わず対

応可能となり、この開発品の活用によって、迅速な救急活動につな
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がっております。  
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写真１  

 
医療機関用ストレッチャー及び車いす用の酸素ボンベフォルダー  
 
写真２  

 
酸素キャリーバッグ（バックバルブマスク、酸素マスクなども収納）  
 
写真３  

 
設定することで横幅増となり、活動スペースの障害となります。  
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写真４  

 

「酸素ボンベキャリア」と設定する酸素ボンベ一式及び酸素マスク  
 
写真５  

 
ストレッチャーに取り付けた開発品  
 
写真６  

 
 
 

ヒンジスリープ部  

コンプレッションバンド  

頭部側から酸素残圧ゲ  
ージを容易に確認可能  

酸素マスク接続部  
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写真７  

 
 
写真８  

 
 
写真９  

 
 
 

酸素ボンベ脱落防止バンド  

リザーバー付酸素マス  
クを収納した様子（写真  
用に外袋を外し撮影）  

高発泡ポリエチレンフォーム  
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写真１０  

 
 
写真１１  

 
 
写真１２  

 
①ストレッチャー架台に収容時  ②メインフレームの短縮時  

①縦９ｃｍ×横７ｃｍの開口部  
②取り付け用の支点溝  
③酸素マスク保管用バンド穴  
④酸素ボンベ脱落防止用穴  

①塩化ビニルパイプ ５０ｃｍ 

②コンプレッションバンド 

③高発泡ポリエチレンフォーム 

④１８Ｆｒネラトン型カテーテル 

⑤１８Ｆｒネラトン型カテーテル

固定用フォルダー 

⑥酸素ボンベ固定具 

⑦酸素マスク保管用バンド 

① 

 

 ③ 

   ②       ⑤ 

         ⑥ 

         ⑦ 

    ④  

②       ② 

③       ④ 

① 
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③３段階の高さ調整時     ④１人折り畳みの操作時  
 
写真１３  

 

 
写真１４  

 
酸素キャリーバッグを取り付ける必要性が無くなりました。  

流量計付減圧弁のソケ  
ット部にインハレータ  
ーを接続する様子（スト  
レッチャー下部のスペ  
ースから容易に接続が  
可能となります）  
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